
 
 

 

 

地熱発電 
 

地熱エネルギーは地下にある高温岩体の熱を利用して発

電します。日本には約 120 の活火山があり、地熱エネルギ

ー開発のポテンシャルが極めて高く（GRSJ undated）、日

本は地熱エネルギーの探査・開発・利用・モニタリングにお

いて世界 先端の技術を有しています。初の地熱発電実

験の実施は1925年、商用化は1966年以降でした（GRSJ 

undated）。2010 年の日本の地熱発電設備容量は 50 万

kW、発電量は 36 億 kWh/年で（EDMC 2013）、福島原発

事故以降、関連企業の間で地熱発電の開発・投資への新

たな関心が高まっています。本シミュレーションでは、5 つ

のレベルを設定しました(図 1、図 2)。詳しい設定に関して

はエクセル・スプレッドシートモデルを参照してください（Zhou, 

et al. 2014）。 

 

 

 

 

 

レベル 内容 

１ 

高コスト、自然環境等への悪影響を考慮

し、日本は地熱以外のエネルギー源に目

を向け、地熱発電容量の更なる追加はな

い。そのため 2010 年の地熱発電設備容

量（50 万 kW）が 2050 年まで維持され、

発電量も 36 億 kWh/年をわずかに上回る

程度である。 

２ 

わずかな努力が費やされ、2050 年には

430 万 kW まで増加し、発電量は 300 億

kWh/年になる。 

３ 

ある程度の取組により、2050 年には 640

万 kW まで拡大し、発電量は 450 億 kWh/

年になる。 

４ 

多大な努力によって地熱発電設備容量が

拡大し、2050 年には 790 万 kW まで増加

し、発電量は 560 億 kWh/年になる。 

５ 

日本の地熱発電導入の物理的、経済的

ポテンシャルレベルを示している。このレベ

ルでの地熱発電の設備容量は 2050 年に

1400 万 kW、発電量は 980 億 kWh/年に

達する。 

※ 先導的低炭素技術は、環境省L2-Tech リストの 

「E-0１-102 地熱発電」 を参照（環境省 

2014、2015）。 

 

   図 1：地熱発電の設備容量 

 

 

図 2：各シナリオの地熱発電の発電量 
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